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実り・慶び・文化の秋

　11月3日は全国的に晴れの特異目。小学校や

総合センター、ふるさと会館などでは文化祭、

農協前では恒例の農業祭が行われ、近年にない

人出で大賑わい。見事な紅葉や抜けるような青

空のもとで楽しい文化の日を過ごしました。

主
な
内
容

第7回24時間耐久リレーマラソン…②③

蒲生つるかめ園が完成…………④⑤

健康クラブ通信………・……・…・…⑦

連載　里創プラン………………⑧⑨

東京発・文芸・………………・・…⑫⑬

お知らせ…・……・………・………⑭⑯

　　　（この広報は再生紙を使用しています）



24時間

耐久リレーマラソン開催

参加は52チーム（過去最高）

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
自
己
体
力
で
、

二
十
四
時
間
走
り
続
け
、
二
・
一
三

。
。
の
コ
ー
ス
を
何
周
で
き
る
か
を
競

う
『
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
』

が
十
月
四
日
・
五
日
の
両
日
、
町
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
一
チ
ー
ム
十
人
以
内
の
選
手
が
、

交
代
で
二
十
四
時
間
走
り
抜
き
、
そ

の
走
っ
た
距
離
の
合
計
を
競
う
と
い

う
こ
の
レ
ー
ス
も
今
年
で
七
回
目
を

数
え
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
選

手
は
五
十
ニ
チ
ー
ム
と
過
去
最
高
の

鱗

▲10月4日、正午にスタート

齢
．

参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
初
出
場
の
十
日
町
地
域

走
破
距
離
は
昨
年
の
東
京
電
力
福
島

に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
歴
代
二

位
の
記
録
、
若
い
力
で
他
を
圧
倒
し

ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
の
内
訳
は
、
町
内
の

十
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
上
越
地
域
七
市

町
村
で
十
、
中
越
も
七
市
町
村
で
二

十
、
下
越
は
八
、
佐
渡
地
域
か
ら
も

四
チ
ー
ム
を
数
え
ま
し
た
。
中
で
も

柏
崎
市
か
ら
は
十
一
、
新
潟
市
か
ら

消
防
本
部
の
T
F
D
津
南
忍
跨
渠
、

▼手を入れるだけでセンサー

　がゼッケンを記録します。

第1回（平成3年）参加10チーム
　T　E　P　C　O激走会（柏崎市）

　　　　　　165周　351．45km

第2回（平成4年）参加30チーム
　T　E　P　C　O激走会（柏崎市）

　　　　　　174周　372．42km

第3回（平成5年）参加33チーム
　T　E　P　C　O激走会（柏崎市）

　　　　　　176周　376．08km

第4回（平成6年）参加39チーム
　T　E　P　C　O激走会（柏崎市）

　　　　　　177周　378．21km

第5回（平成7年）参加44チーム
　T　E　P　C　O激走会（柏崎市）

　　　　　　179周　382．37km

第6回（平成8年）参加48チーム

　東京電力福島　　（福島県）

　　　　　　186周　397．78km

第7回（平成9年）参加52チーム

　TFD津南with　H2（十日町市）

　　　　　　180周　383．50km

　　　　　　　　　　　2

▼記録を更新した町内参加トップの

　奴奈川チーム

無

》
ス
ー
パ
ー
特
急
の
乗
客
も
選

　
手
た
ち
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
「
は
く
た
か
」
も

　
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。



第7回　『口・マン24inまつだい』24時間耐久リレーマラソン成績表

灘難、』 、雛　　一　P嚢　　饗 …擬海繕・欝．雛 瀬園数 難鞍繍

1 T　F　D津南withN2 十日町市 1　回 180 383．50
2 東芝柏崎 柏崎市 6　〃 173 369．99
3 T　E　P　C　O激走会 柏崎市 7　　〃 169 361．17
4 ドルフインズ 塩沢町 2　　〃 159 340．07
5 宇都宮駅伝部 十日町市 6　〃 159 338．97
6 ランニングスピリッツ妙高 妙高村 4　　〃 150 320．30
7 oh！ファイト奴奈川 松代町 7　　〃 147 314．31

8 酒RUN24 妙高村 3　　〃 146 312．88

9 県職中魚沼走遊会 十日町市 6　〃 145 310．25
10 高橋組ランナーズ 松之山町 4　　〃 145 310．05

11 新潟合庁さわやかランナーズ 新潟市 1　回 144 308．82
12 なにわ亭 柏崎市 4　　〃 144 308．32
13 じょんのびTimds東芝 柏崎市 1　〃 143 305．69
14 過激クラブ・柏崎刈羽 柏崎市 6　〃 142 304．36
15 三尺玉爆走会 長岡市 6　〃 140 298．30
16 上越市安江走ろう会 上越市 7　〃 137 293．31
17 新潟土木“ガッツだぜ” 新潟市 2　〃 137 292．81
18 関電工走狼会 相崎市 3　〃 136 290．38
19 T　E　P　C　O激走会part2 柏崎市 6　〃 135 287．55
20 TEAMひとり娘 巻　　町 1　〃 133 284．39

21 頸城走遊会 頸城村 5　回 1．32 283．26
22 小千谷土木事務所小出分所 小出町 2　　〃 132 283．06
23 松代分所ブーメランズ 松代町 7　　〃 132 281．56
24 T　E　P　C　O激走会part3 柏崎市 4　　〃 131 280．43
25 ルーラルランナーズ 新潟市 4　　〃 131 279．73
26 三条トレーニングクラブ 長岡市 3　　〃 131 279．13
27 チーム’94 浦川原村 5　　〃 131 279．03
28 Dreams　Come　True 松代町 1　〃 130 277．00
28 N　T　T上越「前へ進む会」 上越市 3　〃 130 277．00
30 コリーズ 柏崎市 2　　〃 129 276．77

31 中頸城走遊会 上越市 5　回．129［ 276．57

32 富士通機電 新潟市 6　〃 128 274．54
33 Lively　TABEI走ろう会 新潟市 2　　〃 128 272．64
34 気合・根性・体力 松代町 6　〃 127 272．6i
35 ヒメリノ璽一RC 糸魚川市 4　〃 127 271．71
36 朱鷺の里をさわやかに走る会 新穂村 1　〃 127 271．41
37 相川ランナーズ再び 相川町 2　〃 127 270．51
38 じょんのびドボッキー 柏崎市 1　〃 126 268．38
38 佐渡暴飲暴走連合 相川町 3　〃 126 268．38
40 797“アップ三和” 三和村 、2　1ノ 125 267．35

41 ねら、はしれら一会 松代町 1　回 122 261．96
42 SuperHopりs 松代町 1　〃 121 259．43
43 相川ランナーズ 相川町 6　〃 121 258．03
44 小千谷土木事務所 小千谷市 3　　〃 119 255．57
45 B・B・Cへ一ンズ 松代町 3　　〃 118 251．84
46 J　Aしぶみランナーズ 松代町 7　　〃 117 250．81
47 骨髄バンク＆マルグS 村上市 1　〃 116 248．38
48 しあわせ爆走計画 三条市 1　〃 115 245．95
49 渋海ベアーズ 松代町 4　　〃 114 242．82
50 おっぺけぺけぺけ～ず 柏崎市 4　　〃 110 236．30
51 ひとつ屋根の下ガッツウーマンチーム 巻　　町 2　　〃 109 232．37
52 松代町商工会青年部 松代町 7　　〃 104 221．52

旧掘鯉4
　　購1i　　鰭縞

まうだい

識
．
、
融

は
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
年
か
ら
の
連
続
七
回

出
場
は
六
チ
ー
ム
、
六
回
が
九
チ
ー

ム
、
初
出
場
は
十
一
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
昨
年
、
骨
髄
バ
ン
ク
ヘ
の
理
解
を

求
め
て
村
上
市
か
ら
二
百
二
十
。
。
の

道
の
り
を
ゼ
ッ
ケ
ン
で
つ
な
ぐ
日
本

海
沿
岸
縦
走
自
転
車
リ
レ
ー
で
話
題

と
な
っ
た
『
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る

会
』
も
初
参
加
、
感
動
を
胸
に
し
て
、

み
ご
と
完
走
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
大
会
か
ら
パ
ソ
コ
ン
と

直
結
し
た
自
動
計
数
機
に
よ
り
周
回

記
録
の
集
計
も
迅
速
・
確
実
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
役
員
の
負
担
軽
減

に
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
チ
ー
ム
別
の
詳
し
い
成
績

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

3



蒲生小規模デイサービスセンター

　つるかめ園（奮7－3028）
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十
壇
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一
闘
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捌
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十
月
二
十
七
日
、
旧
蒲
生
保
育
園

を
改
築
し
た
高
齢
者
施
設
つ
る
か
め

園
（
蒲
生
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）
が
開
所
し
ま
し
た
。

　
蒲
生
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

蒲生保脊園が

　生まれ変わりました。

O
マ
．
の

O
ミ
．
ぐ畷
一

←

マ
ゆ
祠

＼
㎜

＿ヒΩ92Ω，一．、．＿＿＿．．．＿

　　　”一「

，

印

1
！，
名
ンク

ド

タ
ー
は
、
一
日
八
人
程
度
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
寮
母
二
人
が
常
駐
し
、

機
能
訓
練
、
給
食
、
入
浴
や
健
康
相

談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
主
な
対
象
集
落
は
、
寺
田
、
儀
明
、

蒲
生
小
規
模

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
つ
る
か
め
園
』
完
成

児
童
福
祉
施
設
か
ら

　
　
　
高
齢
者
福
祉
施
設
へ

名
平
、
蒲
生
で
す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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口

『つるかめ園』の一目

8130迎詫のバス出発
9：30禾攣用者到着、

　　余暇活動、お茶・おやつ

11145昼食
42：脅5　　お昼寝

紹罰5　健康チェック

13惣0汰浴、体慰、余暇活動
循l　OQ　お茶・おやつ

循：30送りのバス出発

蒲生『つるかめ園』　蜜7－3028

松代『ほのぽの園』　⑤7綿湘0

松孕神社

▲完成した蒲生小規模デイサービスセンター

正面には、駐車場も完備しています。

4



〃すでここよむ『つるかめ園』

　　　轡㌔諺辮
　　　　　　　　　　小堺
　　　　　　　　口、
　　　　　　　　　ラジ才店

㌦鞠嫁θ町

蝸巻

①
謬

外
口
所

蒲生生活改善セン

　　　　　蒲生駐在

増村屋商店□

院蘇
口

室

『つるかめ園』

ロ　ロ　　R253
便局　　農協

一一一z
松代町大字蒲生

　　　　　　　　　　松薯袖ま＋

「
＼

遡
ノ

山

松泉寺

口

　　讐
　翁
拶

者新潟暴高

《II月17日～II月30日》

高齢者のおしゃれ

《12月1日～12月15日》

医療機関の上手なかかり方

《12月16日～1月4日》

今からでも遅くない禁煙効果

《1月5日～1月15日》

公的介護保険制度の概要

《1月16日～1月29日》，

風邪は万病のもと

国
保
健
康
家
庭
紹
介

　
町
で
は
、
前
年
度
（
平
成
八
年
四

月
一
日
～
九
年
三
月
三
十
一
日
）
の

一
年
間
、
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
国
保
世
帯
に
対
し
て
、
健
康
を
祝

し
た
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は
次
の
世
帯

が
該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
健
康
は
宝
で
す
。
お
互
い
が
注
意

し
合
い
な
が
ら
『
健
康
づ
く
り
』
に

努
め
ま
し
ょ
う
。、麟

国
保
健
康
家
庭
（
集
落
別
）

　
　
＊
＊
松

菅
井
　
ミ
ヨ

室
岡
　
ハ
ナ

関
谷
　
チ
ヨ

樋
口
　
伊
良

関
谷
　
昭
平

五
＋
嵐
利
一

　
　
＊
＊
菅

相
澤
　
　
進

柳
　
マ
サ
ノ

　
　
＊
＊
田

高
橋
清
雄

　
　
＊
＊
下

宮
澤
欣
一

代
＊
＊

き
ん
ぜ
ん

松
栄
館

宮
沢
入
住
宅

キ
ク
ヤ
時
計
店

き
む
ら
や

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

刈
＊
＊

う
え
の
や
ま

は
や
し

沢
＊
＊

ふ
く
ず
み
や

山
＊
＊

は
や
し

　　　　　　ゐ　　よ　　　　　　ノ　
年年年年年年

二
年

一
年

二
年

一
年

　
　
＊
＊
千

柳
　
　
正
男

武
田
　
春
代

柳
　
　
正
勝

中
村
　
恵
秀

阿
ρ
、
O

　
　
＊
＊
会

小
野
島
文
雄

　
　
＊
＊
蓬

小
堺
　
長
平

　
　
＊
＊
犬

山
本
　
芳
雄

柳
　
　
親
雄

　
　
＊
＊
滝

小
林
幸
二

　
　
＊
＊
苧

柳
　
　
利
文

　
　
＊
＊
福

安
藤
輝
顔

年
＊
＊

ま
さ
の
や
　
　
三
年

よ
し
や
　
　
　
一
年

ま
さ
ひ
ろ
や
　
一
年

ど
う
　
　
　
　
一
年

沢
＊
＊

し
た
の
さ
わ
　
一
年

平
＊
＊

平
＋
郎
　
　
　
一
年

伏
＊
＊

よ
し
や
　
　
　
二
年

か
ん
ね
ん
　
　
一
年

沢
＊
＊

い
ん
き
ょ
　
　
一
年

島
＊
＊

あ
ら
や
し
き
　
一
年

島
＊
＊

き
こ
う
ど
う
　
一
年

　一■9

z明日のあなたを考えて一一

年金はあなたが主人公？

m・11月は「国民年金制度推進月間」です

　
国
民
年
金
制
度
は
、
や
が
て
迎
え

る
二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
毎
年
十
・
十
一
月

を
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
と

定
め
、
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
一
層
深
め
、
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
積
極
的
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
月
間
中
は
、
国
民
年
金
に
つ

い
て
疑
間
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

み
な
さ
ん
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て

も
っ
ど
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

松
代
町
で
は
、
先
月
二
十
一
日
、
町

総
合
セ
ン
タ
ー
で
年
金
相
談
所
を
開

設
し
、
多
く
の
方
々
が
相
談
に
訪
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
年
金

を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
き
、
年
金
制
度
に
対
す
る

信
頼
と
愛
着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
十
一
月
六
日
か
ら
十
二

日
ま
で
を
「
年
金
週
間
」
と
し
て
定

め
、
各
種
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
ご
自

身
の
年
金
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

『
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
…

　
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
』
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町
外
リ
ハ
ビ
リ
教
室

ほ
く
ほ
く
に
乗
っ
て

　
松
代
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
月
二
回
実
施
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ

教
室
は
、
機
能
回
復
と
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
の
維
持
を
目
的
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
の
中
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
障
害
者
が
自
分
の

足
で
外
に
出
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

成
果
と
体
力
を
認
識
し
、
孤
独
感
の

解
消
を
図
り
た
い
と
、
十
月
九
日
、
「
ほ

一
ぐ
ほ
く
線
で
行
く
浦
川
原
村
・
安
塚

町
の
旅
」
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
予
期
せ
ぬ
ほ
ど
の
秋
晴

れ
で
、
実
習
生
と
し
て
来
町
し
て
い

た
上
越
看
護
短
大
の
実
習
生
三
名
や

教
室
参
加
者
と
そ
の
ご
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て
合
計
四
十
名
で

虫
川
大
杉
駅
ま
で
の
ほ
く
ほ
く
の
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。
浦
川
原
村
の
生

議。騰轍艘2聾

鞭
羅
ガ
　
松
代
町
を
表
敬
訪
間

　
十
月
三
十
日
、
第
十
五

回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
松
代

町
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
平
成
十
年

八
月
一
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
の

七
十
九
日
間
、
新
潟
市
県
立
鳥
屋
野

潟
公
園
と
新
津
市
都
市
緑
化
植
物
園

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
の
訪
問
は
そ
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル
ズ

に
選
ば
れ
た
三
人
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ガ
ー
ル
が
事
務
局
と
と
も
に
役
場
を

訪
れ
、
記
念
品
の
贈
呈
を
し
た
あ
と

記
念
撮
影
を
し
、
フ
ェ
ア
の
成
功
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
活
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を

　
と
り
、
安
塚
町
の
ゆ
き
だ
る
ま
温
泉

　
や
物
産
館
に
も
足
を
伸
ば
し
、
秋
の

　
一
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
方
は
障
害

　
者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
車
椅
子

　
を
使
わ
な
く
て
は
移
動
で
き
な
い
方

　
に
と
っ
て
は
階
段
や
ち
ょ
っ
と
し
た

　
段
差
が
障
害
と
な
り
ま
す
。
バ
リ
ア

　
フ
リ
ー
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

　
一
つ
ひ
と
つ
障
害
を
乗
り
越
え
、
積

　
極
的
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

　
思
い
ま
す
。

『
　
．
　
●
　
●
　
o
　
o
　
o
　
・
　
・
　
o
　
o
　
．
　
．
　
6
　
0
　
0
　
．
　
・
　
o
　
．
　
●
　
・
　
・
　
■
　
●
　
●
　
．
　
0
　
9
　
■
　
o
　
・
　
．
　
o
　
o
　
o
　
o
　
I
　
o
　
■
　
■
　
o
　
o
　
．
　
．
　
9
　
．
　
9
　
0
　
・
　
・
　
じ
　
』

　．
o

　　　o　　o　・
o，

　
o
　
o

　　　　．　　　　o　　　o　　嶺
o

　
ほ
く
ほ
く
線
の
無
事
開
業
に
伴
い
、

日
本
鉄
道
建
設
公
団
松
代
建
設
所
が

九
月
三
十
日
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
二

十
四
年
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
事
務
所
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点

集
積
所
に
な
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
o
　
』

防
災
映
画
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
上
映
会

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
U
ド
」

　
国
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
作
さ
れ
た
映

画
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
を
下
記
の

と
お
り
劇
場
上
映
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
一
月
二
十
二
日
㈹
～

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
㈹

【
場
所
】
新
潟
市
万
代
一
ー
六
ー
一

　
　
万
代
東
宝
2
（
新
潟
交
通
バ
ス
タ
ー

　
　
ミ
ナ
ル
ビ
ル
3
階
）
盈
〇
二
五
－

　
　
二
四
三
－
四
一
〇
〇

※
上
映
時
間
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　
直
接
劇
場
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
＊
＊
あ
ら
す
じ
＊
＊

　
二
十
年
前
に
発
生
し
た
大
地
震
の

際
、
消
防
署
員
だ
っ
た
辰
雄
（
田
中

邦
衛
）
の
出
動
中
に
、
誠
（
緒
方
直

人
）
は
目
の
前
で
母
美
代
子
（
高
橋

恵
子
）
を
失
う
。
辰
雄
は
妻
を
救
え

な
か
っ
た
自
責
の
想
い
が
、
誠
は
母

を
救
え
な
か
っ
た
父
へ
の
恨
み
が
、

互
い
の
心
を
閉
ざ
し
、
そ
の
ま
ま
誠

は
母
の
実
家
に
引
き
取
ら
れ
て
…
…
。

　
そ
し
て
二
十
年
後
、
誠
は
特
別
救

助
隊
長
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
。
再

会
し
た
親
子
だ
が
、
お
互
い
接
点
が

見
い
出
せ
な
い
。
そ
の
う
ち
、
消
防

団
員
に
な
っ
た
辰
雄
と
小
学
校
教
師

の
陽
子
（
薬
師
丸
ひ
ろ
子
）
が
共
同

で
実
施
し
た
消
火
訓
練
で
、
生
徒
が

ボ
ヤ
騒
ぎ
を
起
こ
し
、
父
子
の
間
は

ま
す
ま
す
気
ま
ず
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
に
落
胆
し
た
辰
雄
は
、
消
防

団
を
や
め
、
漁
の
最
中
に
ケ
ガ
を
し

て
入
院
し
た
。
そ
の
際
、
誠
は
父
が

二
十
年
間
調
べ
て
き
た
地
震
に
関
す

る
膨
大
な
資
料
を
見
つ
け
、
辰
雄
へ

の
想
い
を
改
め
る
と
同
時
に
、
看
病

に
当
た
っ
て
い
る
陽
子
の
秘
密
を
知

る
。
親
子
の
絆
が
結
ば
れ
る
と
思
わ

れ
た
時
に
、
再
び
地
震
が
…
…
。

第
羅
翻
．

　
釈
譲
。
溝
繋
騰
謎
叢
獄
爽
灘

　
十
月
二
十
五
日
、
小
雨
の
中
を
老

若
男
女
に
小
学
生
も
加
わ
り
、
芝
峠

温
泉
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
場
で
楽
し
く
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
五
十
嵐
利
一

準
優
勝
　
武
田
篤
　
三
位
　
高
橋
清

ブ
ー
ビ
ー
賞
　
樋
口
芳
男

猛
打
賞
鈴
木
利
雄

長
老
賞
　
小
堺
　
ハ
ナ
（
7
7
歳
）

▲パターゴルフで楽しいひとときを

6



『
減
塩
』

　
　
を
忘
れ
ず
に
！

　
日
に
日
に
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り

目
に
は
風
邪
を
ひ
い
た
り
と
、
体
調

を
崩
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
寒
い
と

血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
も
上
が
り
易

く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
も
う
お
分
か
り
で
し
ょ

う
か
。
栄
養
士
が
血
圧
と
い
え
ば
、

塩
分
（
減
塩
）
に
つ
い
て
の
お
話
し

で
す
。
「
塩
っ
ぺ
い
が
気
を
つ
け
て
る

か
ね
」
と
聞
く
と
、
「
み
そ
汁
も
あ
ん

ま
り
飲
ま
な
く
な
っ
た
し
、
味
も
薄

く
な
っ
た
で
ね
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
は
ど
う
な
の
か
、
測

定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
測
定
方
法
は
、
基
本
健
康
診
査
の

お
知
ら
せ
会
の
時
に
早
朝
尿
（
朝
起

き
て
一
番
の
尿
）
を
持
っ
て
き
て
も

ら
い
、
尿
中
の
塩
分
濃
度
を
測
定
し

ま
す
。
こ
れ
で
前
日
摂
取
し
た
塩
分

の
量
が
分
か
り
ま
す
。

　
平
成
五
年
度
に
も
同
様
に
測
定
し

た
の
で
、
そ
の
結
果
と
比
べ
て
み
ま

し
た
。
二
・
○
修
減
っ
て
い
ま
す
。

数
値
か
ら
み
て
も
、
減
塩
が
普
及
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

の2
　
　
士

の
切
養

暑
　
栄

　
し
か
し
、
日
本
人
の
一
日
の
目
標

値
は
一
〇
・
○
〃
ラ
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
平
均
で
は
、
一
三
・
二

修
で
す
。
こ
の
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、

ま
だ
松
代
町
は
多
め
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
毎
日
三
度
の
食
事
の
中
で
、
味
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
や
す

け
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
容
易
い
よ

う
で
非
常
に
難
し
い
も
の
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
減
塩
と
い
う
言
葉
を
聞
き

平成9年度　早朝尿塩分測定結果

慣
れ
て
い
な
け
れ
ば
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
保
健
婦
、
栄
養
士
、
食
生

活
改
善
推
進
委
員
さ
ん
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
減
塩
の
二
文
字
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

＊
早
朝
尿
塩
分
測
定
に
つ
い
て

　
今
回
の
測
定
で
は
、
　
一
人
で
一
日

一
・
五
μ
の
尿
量
が
あ
っ
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
グ
ラ
フ
の
中
で
、
松
代
A

は
大
字
松
代
を
、
ま
た
、
松
代
B
は

小
荒
戸
、
太
平
、
菅
刈
、
田
沢
、
千

年
、
池
尻
の
区
域
を
い
い
ま
す
。

16．9

　

14．9

16．l　　　　　I6・4

14．4 　14．714．1
14．6

｝

繕
灘
響
灘
鐵

13．2

驚
纏
嚢
羅
幾

七

』

9
2
0

16

i2

io

8

0
奴
奈
川

山
　
平

峰伊
沢方

南
　
部

松
代
B

松
代
A

町
平
均

　
　
記

翫
誘

〃、》

高橋八十八

その博

タ
ム
ラ
ソ
ウ

　
秋
も
深
ま
り
山
の
草
花
が
少
な
く

な
る
と
、
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
が
な

く
な
り
寂
し
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

薮
の
中
に
ポ
ッ
と
明
か
り
が
灯
っ
た

よ
う
に
赤
い
点
が
見
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
近
寄
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
ア
ザ
ミ

に
似
た
花
で
あ
る
が
、
葉
に
は
刺
ら

し
い
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
く
、
茎
を

折
る
と
ポ
キ
ン
と
木
の
枝
を
折
る
よ

う
な
感
触
で
簡
単
に
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
　
罵

蹴
・
鰯

の
醸
噛
で
．

　
　
ヂ
戸
z

豪

翼
も
．

．
、
∂
調
：

－

撫

　
こ
れ
は
タ
ム
ラ
ソ
ウ
と
い
っ
て
、

キ
ク
科
の
多
年
草
で
す
が
、
ア
ザ
ミ

に
そ
っ
く
り
の
く
せ
に
ア
ザ
ミ
属
に
，

は
関
係
な
い
タ
ム
ラ
ソ
ウ
属
で
独
立

し
て
い
る
の
で
す
。
シ
ソ
科
に
ア
キ

ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
も
無
関
係
。

　
タ
ム
ラ
ソ
ウ
と
い
う
と
田
村
草
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

語
源
は
不
明
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

田
村
さ
ん
で
は
な
い
の
で
す
。

　
花
が
美
し
く
、
枝
ぶ
り
が
よ
い
の

で
「
玉
ぼ
う
き
」
の
別
名
が
あ
り
ま

す
し
、
こ
い
で
き
て
庭
に
植
え
て
も

よ
く
生
え
て
毎
年
咲
い
て
く
れ
る
も

の
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
繁
殖
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
珍
し
く
美
し
い
花
な
の
に

案
外
、
人
は
無
関
心
で
忙
し
が
っ
て

動
き
回
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
た
ま
に
は
こ
ん
な
草
花
に
目
を
留

め
て
、
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
も
人

生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
う
え
に
必
要

な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

畿喩
　
．

〃　
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妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
整
備
構
想
の
ご
紹
介

　
前
回
は
「
里
創
プ
ラ
ン
」
と
「
妻
有
郷

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
の
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
こ
の
整
備

構
想
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

構
想
の
内
容

　
本
構
想
で
は
、
自
然
環
境
や
地
域

の
再
発
見
を
軸
と
し
て
、
自
ら
の
資

源
を
見
直
し
活
用
す
る
と
共
に
圏
域

内
外
へ
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
地

域
の
自
立
的
な
発
展
に
結
び
つ
け
る

こ
と
を
基
本
構
想
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
人
類
も
本
来
自
然
の
一
部
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
社
会
の
様
々
な
局
面

で
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る

現
在
、
人
間
と
自
然
と
の
関
わ
り
方

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
こ
と
が
何

よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
妻
有
郷
は
、
本
来
の
自
然
の
姿
を

色
濃
く
残
し
て
い
る
地
域
で
す
。
縄

文
の
文
化
を
育
ん
だ
信
濃
川
や
ブ
ナ

の
森
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
は
、

今
も
人
々
の
生
活
や
精
神
文
化
の
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
棚
田
は
千
年
以
上
に
わ
た

り
人
と
自
然
の
関
わ
り
の
中
で
継
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
自
然
を
守
り
育
て
な
が
ら
明

日
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
地
域
資

源
の
再
発
見
に
よ
り
、
圏
域
六
市
町

村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
考
え
ま
す
。

構
想
の
目
的

　
次
の
四
つ
が
本
構
想
の
目
的
で
す
。

①
地
域
に
対
す
る
誇
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
着
の
形
成

　
こ
の
地
域
に
あ
る
自
然
、
文
化
、

伝
統
等
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

住
み
続
け
る
た
め
の
展
望
と
夢
を
創

り
上
げ
、
地
域
住
民
の
自
信
を
取
り

戻
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
す
。

②
地
域
の
魅
力
増
進

　
新
た
な
仕
掛
け
や
イ
ベ
ン
ト
の
創

造
に
よ
り
、
地
域
の
持
つ
魅
力
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
し
、
世
界
に
誇
り

得
る
美
し
い
里
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。③
産
業
振
興

　
地
域
の
人
材
や
魅
力
■
を
活
か
し
、

地
場
産
業
の
新
た
な
展
開
と
発
展
を

図
り
ま
す
。

④
交
流
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加

　
魅
力
の
増
進
に
よ
っ
て
よ
り
多
く

の
人
々
が
地
域
を
訪
れ
る
よ
う
に
す

る
と
同
時
に
、
豊
か
な
気
持
ち
で
こ

の
地
域
に
住
み
続
け
る
人
々
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

構
想
の
特
色

①
ソ
フ
ト
の
重
視

　
公
共
投
資
に
よ
る
ハ
ー
ド
（
施
設
）

の
整
備
に
主
眼
を
置
く
の
で
は
な
く
、

で
き
上
が
っ
た
ハ
ー
ド
を
組
み
合
わ

せ
て
何
を
す
る
の
か
、
ハ
ー
ド
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
、

何
を
発
信
し
て
い
く
の
か
、
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
の
整
備
を
第
一
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
活
力

を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
ハ
ー

ド
よ
り
も
、
ま
ず
ソ
フ
ト
の
充
実
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

②
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と

　
本
構
想
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
県

と
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
広
域
に
わ

た
る
計
画
で
す
。
異
な
っ
た
歴
史
的

背
景
、
文
化
、
問
題
点
を
持
つ
六
つ

の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を

維
持
し
な
が
ら
、
相
互
に
補
完
し
あ

い
な
が
ら
連
携
し
、
広
域
全
体
と
し

て
新
し
い
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
．

③
全
員
参
加

　
本
構
想
は
、
十
年
に
わ
た
っ
て
展

開
さ
れ
る
長
期
的
事
業
で
あ
り
、
事

業
を
遂
行
す
る
過
程
を
地
域
振
興
の

目
的
の
う
え
で
重
視
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
に
は
、
地
域
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
技
を
活
か
し
た
形
で
関
わ

り
、
全
員
参
加
で
取
り
組
ん
で
い
く

過
程
そ
の
も
の
が
、
将
来
を
担
う
人

材
の
育
成
と
真
の
活
力
を
生
む
契
機

に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

④
発
　
見

　
本
構
想
の
具
体
的
な
事
業
は
、
様
々

な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
妻
有
郷
の

徹
底
的
な
調
査
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
調
査
項
目
は
、
地
質
、
生

態
系
、
歴
史
、
社
会
構
造
、
産
業
構

造
、
景
観
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
れ
と
平
行
し
て
、
妻
有
郷
八
万
人

の
全
員
参
加
を
呼
び
か
け
、
更
に
全

国
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
「
妻
有
郷

の
ス
テ
キ
」
を
発
見
し
て
い
く
企
画

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の

独
自
性
の
確
立
や
魅
力
増
進
と
い
う

目
的
の
た
め
に
、
妻
有
郷
の
現
実
を

認
識
し
、
普
段
隠
さ
れ
て
い
る
姿
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。

歯鷲藝藷韓灘蘇勇
　歯の轟i輝き方

小さめのブラシで

　　すみずみまで

　
歯
を
健
康
に
保
つ
に
は
、
毎
日
の

歯
磨
き
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、

そ
の
前
に
使
い
や
す
い
歯
ブ
ラ
シ
を

選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
て
い
ね
い
に
磨
く
た
め
に
は
、
や

や
小
さ
め
の
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ぶ
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
、
ブ
ラ
シ
部

分
が
大
き
過
ぎ
る
と
口
の
中
で
自
由

に
動
か
ず
、
磨
き
残
し
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
大
き
さ
は
、
下
の
前
歯
の

裏
側
に
横
に
し
て
入
れ
ら
れ
る
程
度

の
も
の
が
適
当
で
す
。

　
ブ
ラ
シ
の
毛
は
四
列
よ
り
三
列
の

も
の
が
良
い
で
し
よ
う
。
幅
が
厚
く

毛
が
密
集
し
す
ぎ
て
い
る
と
、
狭
い

す
き
間
の
汚
れ
を
落
と
し
に
く
く
な

り
ま
す
。

　
毛
の
硬
さ
は
「
ふ
つ
う
」
か
「
や

わ
ら
か
め
」
、
毛
先
は
鋭
く
な
い
も
の

を
選
び
ま
す
。
毛
が
硬
す
ぎ
た
り
鋭

か
っ
た
り
す
る
と
、
歯
肉
を
傷
つ
け
、

る
ば
か
り
か
、
大
切
な
歯
ま
で
も
削
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
歯
の
磨
き
方
で
す
。
歯
磨
き
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⑤
応
援
団

　
本
構
想
に
は
、
地
域
の
内
外
、
国

の
内
外
を
問
わ
ず
に
、
建
築
、
芸
術
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
等
の
文

化
的
諸
部
門
や
、
地
球
環
境
、
生
態

学
歴
史
等
の
学
術
的
諸
部
門
か
ら
多

く
の
専
門
家
に
も
こ
の
構
想
に
参
加

し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
応

援
団
」
は
、
妻
有
郷
と
世
界
と
の
交

流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
「
中
山
間

地
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
広
く

国
の
内
外
に
発
信
し
て
い
く
た
め
の

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

⑥
お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト

　
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
体
験
教
室
、
講
座
、
三
年
に
一

度
行
わ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」
（
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
な
ど
妻
有
郷

の
自
然
の
魅
力
を
充
分
に
活
か
し
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
構
想
を

活
性
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
妻
有
郷
の
魅
力
を
地
域
外
に

宣
伝
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
る
構
想
に

お
い
て
住
民
の
盛
り
上
が
り
を
持
続

す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
い
ま

す
。⑦
世
界
に
発
信
す
る

　
自
然
体
感
型
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
）

　
ス
テ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
体
験
型
の

文
化
施
設
を
各
市
町
村
に
建
設
し
て

い
き
ま
す
。
各
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
有
す
る
文
化
的
活
動
の
地

域
で
の
拠
点
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
世
界
に
誇
り
得
る
よ
う
な
レ
ベ

ル
に
ま
で
高
め
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
然
を
体
感
で
き
る
環
境
の

中
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
明
日
の
地

域
や
世
界
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。

⑧
芸
術
（
ア
ー
ト
）
の
活
用

　
本
構
想
の
重
要
な
特
色
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
芸
術
の
活
用
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
時
代
を
越
え
て
受
け

継
が
れ
て
い
く
芸
術
に
は
、
地
域
振

興
に
役
立
つ
い
く
つ
か
の
特
質
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
、
そ
れ
は
…
…
、

　
★
強
い
発
信
性

　
★
実
際
に
そ
の
場
へ
人
を
引
き
つ
け

　
　
る
と
い
う
空
間
性
（
現
場
性
）

　
★
物
の
普
段
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
部

　
　
分
を
人
々
の
眼
の
前
に
引
き
出
す

　
　
と
い
う
意
味
で
の
発
見
性
で
す
。

　
本
構
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
質
を

存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
各
事
業
に

芸
術
を
組
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

⑨
既
存
の
地
域
資
源
の
利
用

　
既
存
の
施
設
や
文
化
、
伝
統
の
優

れ
た
点
を
尊
重
し
、
本
構
想
に
よ
り

新
し
く
持
ち
込
ま
れ
る
要
素
と
う
ま

く
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既

存
の
も
の
の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
す
で
に
あ
る
施
設
の

活
用
や
、
体
験
教
室
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
等
、
本
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の

連
携
に
よ
る
様
々
な
展
開
を
考
え
て

企
画
ス
タ
鋤
戯
・
募
集
鹸

『
崇
テ
吊
「
妻
有
郷
の
ズ
テ
キ
発
見
梅

　
十
日
町
地
鍼
二
紅
1
に
い
が
た

里
創
プ
ラ
鍬
・
ア
ー
ト
ネ
曝
ク
謄

轟
整
備
構
想
で
は
、
禰
妻
有
郷
八
万

人
の
ス
テ
キ
発
見
」
謹
い
う
写
真

コ
讐
評
ス
ト
を
計
画
じ
て
お
り
叢

す
。
　
こ
れ
は
、
十
日
町
地
域
広
域
行

政
圏
八
万
人
の
全
員
と
圏
域
外
の

人
々
で
で
妻
有
の
薫
テ
キ
毯
を
発

見
し
こ
れ
を
国
㊨
内
外
に
ア
ピ
」

藏
し
よ
う
と
す
巻
も
の
で
す
。

　
辱
真
コ
ン
テ
無
ト
「
妻
有
郷
磯

・
方
簾
の
焚
テ
キ
発
見
滋
ぽ
、
平
成
．

索
年
四
月
か
ち
平
哉
十
一
年
三
埆

に
が
幡
て
奨
施
姦
れ
る
予
建
で
す
。
．

謹
㊨
計
画
鍔
く
り
に
、
鉱
く
圏
域
・
・

の
儀
民
の
紫
様
ま
α
ご
参
加
い
た

だ
き
、
溺
ん
癒
顧
こ
α
事
業
嘗
進

め
懸
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
つ
い
て
は
、
謹
の
企
画
を
考
え

る
久
タ
ッ
フ
を
公
募
し
で
お
り
鼓

す
。
募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
。

毯
あ
姦
た
も
罰
理
恕
の
里
創
り
」
に

参
加
し
て
み
諜
せ
ん
か
。

墨募集人数】各市町初『若干客

【応寡資格】どなたでも応募でき

　　　　　ま諭。だだiし、応募

　　　　　』者多薮の場合は調整

　　　　　験たします。

【締め切り聾1糊25圓ね

【噸し込み】松代町役場

　　　　　企画財政課　企画係

　　　　　　響7－2220内線爲6

い
ま
す
。

⑩
世
界
と
の
つ
な
が
り

　
六
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題

は
、
全
国
の
中
山
間
地
の
持
つ
共
通

の
問
題
点
で
も
あ
り
ま
す
。
自
然
環

境
の
保
全
と
地
域
文
化
の
継
承
・
発

展
と
い
う
側
面
を
取
っ
て
み
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

事
柄
は
、
日
本
全
国
い
や
世
界
全
体

に
通
じ
る
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
意
味
で
の
世
界
と
の
つ
な

が
り
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
里
創
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
盈
〇
二
五
七
－
五
七
－
二
六
三
七

ま
た
は
、
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
費
七
－
二
二
二
〇
ま
で

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
は
、
食
べ
か
す
や
歯
垢
を
落
と
す

目
的
の
ほ
か
に
歯
ぐ
き
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
て
血
行
を
良
く
し
、
歯
周
病
を

予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
力
を
入
れ
て
ゴ
シ
ゴ
シ
磨
く
と

歯
や
歯
肉
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
か
つ
て
の
主
流

は
、
ブ
ラ
シ
を
回
転
さ
せ
る
ロ
ー
リ

ン
グ
方
法
で
し
た
が
、
最
近
は
、
毛

先
を
横
に
こ
ま
か
く
動
か
す
ス
ク
ラ

ビ
ン
グ
法
を
勧
め
る
歯
医
者
さ
ん
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
磨
き
残
し
が
多
い
の
は
、
歯
と
歯

の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
、
上
の
奥

歯
の
外
側
、
下
の
奥
歯
の
下
側
な
ど

で
、
歯
並
び
の
悪
い
と
こ
ろ
も
要
注

意
で
す
。
一
日
に
一
度
は
時
間
を
か

け
て
、
す
み
ず
み
ま
で
て
い
ね
い
に

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
と
歯
の
間
の
掃
除
は
、
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
タ
イ
プ
）
や

歯
間
ブ
ラ
シ
を
併
用
す
る
と
、
一
層

効
果
的
で
す
．

謬佑
．『　”1㌧　　殉　イ

o　　●

　』●　　　●
、
、
．
イ
W

　●
●
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十
月
二
十
二
日
　
松
代
中
学
校
の

生
徒
会
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ア
ル
ミ
製
の
軽
量
な
車
椅
子
一
台
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
中
学
校
で
は
、
平
成
六
年
度

か
ら
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

社
会
福
祉
施
設
へ
の
車
椅
子
の
寄
付

を
目
的
に
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
全

校
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

空
キ
、
缶
φ
リ
サ
イ
リ
ル
で

ア
ル
嚢
霊
車
イ
ス

　
　
　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
、

寄
贈
1

　
　
　
　
　
　
〈
生
徒
会
の
代
表
か
ら

　
　
　
　
　
　
車
イ
ス
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
で
も
あ
る

関
谷
町
長
は
、
「
三
年
半
に
も
及
ぶ
生

徒
の
努
力
の
結
晶
に
頭
が
下
が
り
ま

す
。
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
立
派
な

車
椅
子
は
、
町
内
の
障
害
者
の
た
め

に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

〉
芝
峠
で
の
親
善
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
。

　
名
前
も
知
ら
ず
、
は
じ
め
は
ま
ご

　
つ
く
方
も
…
…
。

町
内
就
職
者
激
励
会

　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
の
地
元
企
業
見
学
会
も

　
十
月
九
日
　
町
内
就
職
者
激
励
会

力
開
か
れ
ま
し
た
。
午
後
四
時
か
ら

ま
、
芝
峠
温
泉
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
で
親
善
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
、
そ
の
後
、
交
流
会
と
激

励
会
に
二
十
五
名
の
方
が
参
加
し

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
話
題
な
ど
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
U
　
ー
タ
ー
ン
　
新
卒
者
の
地
元

就
職
者
が
増
え
る
中
で
、
職
種
も
年

齢
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
知
り
合
う

機
会
の
な
い
の
が
現
状
で
す
。
町
内

で
共
に
就
労
し
て
い
る
若
者
の
仲
間

づ
く
り
や
交
流
の
場
の
提
供
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
願
っ
て
激
励

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
十
六
日
に
は
平
成
五

年
度
か
ら
六
回
目
と
な
る
「
高
校
生

の
地
元
企
業
見
学
会
」
も
二
年
生
を

対
象
に
開
催
さ
れ
、
就
職
予
定
者
な

ど
約
三
十
人
が
町
内
企
業
を
訪
問
し

地
元
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
、
若
い
力

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【日　時】11月27日（木）

　　　　6時開場　開演6時半
【会　場】

　　ふるさと会館　常春ホール
【入場料】

　　　　3，500円（当日4，000円）

【共　催】松代町・山彩

【問合せ】松代町振興課

　盈7－3000（ふるさと会館2F）

　※小学生未満のお子様のご入

　　場はご遠慮ください。

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅

Q
給
油
の
時
の
注
意
点
は
？

A
面
倒
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
火
を

　
　
つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る
こ
と

　
　
は
大
変
危
険
で
す
。
給
油
す
る

　
　
前
に
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消

　
　
し
ま
し
ょ
う
。
給
油
の
後
は
燃

　
　
料
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち

　
　
ん
と
締
め
た
か
ど
う
か
を
確
認

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
給
油
は
火
を

　
　
　
　
　
　
　
消
し
て
か
ら
だ
ね
！

群‘
催

②0

亡

r　長
タソ
ンZ
クン

＼
　

派

10



ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
カ
ッ
プ

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
予
選
会

　
十
月
二
十
四
日
、
松
代
町
総
合
体

育
館
に
お
い
て
「
第
二
回
ほ
く
ほ
く

線
開
業
記
念
カ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱

引
き
予
選
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
は
十
八
チ
ー
ム
（
松
代
十
一
・

松
之
山
七
）
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

敢
闘
賞

　
な
お
、

　
深
山
エ
ク
ス
プ
レ
ス

㈱
大
海
組
南
－

奴
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
B

松
苧
太
鼓

前
記
の
チ
ー
ム
は
十
一
月

八
日
に
同
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
る
、

▲熱戦が続きました。

本
体
会
へ
の
出
場
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

開
店
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
i
売
上
金
を

》
1
0
月
2
3
日
町
長
室
に
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

　
十
月
十
三
日
、
ま
つ
だ
い
駅
近
く

に
新
規
開
店
し
た
直
江
津
信
用
金
庫

松
代
支
店
様
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
開
店
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
実
施
し
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
の
売
上
金
七
一
、
六
〇
〇
円

を
社
会
福
祉
活
動
の
一
助
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
ご
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
　
秋
季
町
長
杯
争
奪
戦

　
十
月
十
八
日
d
D
、
晴
天
下
の
中
、

常
設
の
城
山
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
会
場
に

お
い
て
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
優
勝
　
五
十
嵐
文
夫

　
　
　
二
位
　
高
橋
　
　
清

　
　
　
三
位
　
市
川
　
健
一

心
身
を
鍛
え
る
技
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
誰
で
も
ア
ー
チ
ャ
ー
に
な
れ
る
！

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
い
た
っ
て
静
的

な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
力
よ
り
も
技

術
が
先
行
し
ま
す
。
精
神
と
肉
体
の

調
和
が
な
に
よ
り
も
重
要
だ
と
さ
れ
、

体
力
差
が
さ
ほ
ど
間
わ
れ
ず
競
技
が

で
き
ま
す
の
で
、
女
性
の
方
も
男
性

に
そ
う
引
け
は
取
り
ま
せ
ん
。
我
々

の
会
に
も
高
齢
の
ア
ー
チ
ャ
ー
が
い

ま
す
。
七
十
四
歳
で
今
な
お
現
役
、

過
去
数
回
に
及
ぶ
連
続
勝
者
で
す
。

　
会
で
は
初
心
者
用
に
弓
具
も
取
り

揃
え
て
お
り
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
幹
事
高
橋
（
清
泉
屋
）
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
．

　
練
習
場
は
、
常
設
城
山
ア
ー
チ
ェ

リ
i
場
と
毎
月
二
回
、
第
一
・
第
三

水
曜
日
体
育
館
ピ
ロ
テ
ィ
に
特
設
し

て
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
今
か

ら
誰
で
も
ア
ー
チ
ャ
ー
に
な
れ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

訂正と

　　お詫び

　先月号で字句に誤りがあり、関

係者に大変ご迷惑をかけてしまい

ましたことをお詫びいたします。

12ぺ一ジ最下段左から6行目

　　　　　　山岸政弘⇒山岸弘政

14ぺ一ジ最上段　園児の氏名

　　　齋藤　優くん⇒齊木　優ち・ん

14ぺ一ジ最下段

　　　ふるさと定住促進

　　　報酬金・ゆ報奨金（3か所）

15ぺ一ジ左下6行目　最低賃金

　　　　　　1時間161円⇒616円

16ぺ一ジ右下　人口の動き

　　人口の合計4，167人⇒4，617人

難
犠
謙
訟
溝
韓
礫
難
『

　
　
　
　
・
察
華
鱒
鶏
潜
慧
繕
鐵

　
新
し
い
民
事
訴
訟
法
と
民
事
訴
訟

規
則
が
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
民
事
訴
訟
法
の
下
で
は
、
新

し
い
争
点
整
理
の
た
め
の
手
続
き
が

設
け
ら
れ
、
裁
判
所
と
当
事
者
と
の

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
争
点
に
絞
っ
て
審
理
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
電
話
会
議
装

置
や
テ
レ
ビ
会
議
装
置
な
ど
の
情
報

通
信
機
器
を
利
用
し
て
、
遠
方
の
当

事
者
等
が
裁
判
所
に
出
か
け
る
負
担

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ女性の手のようなL

　（松代・鈴木昌芳

を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
少
額
の

金
銭
の
支
払
い
を
求
め
る
紛
争
を
、

こ
れ
に
見
合
っ
た
時
間
と
費
用
で
解

決
す
る
少
額
訴
訟
手
続
き
も
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

民
事
裁
判
は
テ
ン
ポ
の
速
い
現
代
社

会
の
二
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
よ
り

適
性
・
迅
速
に
紛
争
を
解
決
す
る
も

の
に
な
り
ま
す
。

　
裁
判
所
は
、
民
事
裁
判
が
新
し
い

民
事
訴
訟
法
の
趣
旨
に
か
な
い
、
国

民
の
期
待
に
一
層
応
え
る
も
の
に
な

る
よ
う
、
施
行
に
向
け
て
様
々
な
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
…
∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
…
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
力
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
の

ミョウガの中に，

花弁のようなもσ

（池之畑・市川八
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「
サ

ヅ、

キ
」

志
賀

茂

足
立
区
在
住

　
千
年
・
伊
勢
屋
出
身

新会員の募集

申込先（各地区の代表者）

松代地区鈴木佐一郎
　　　　　　盈　03－3924－68王4

峰方地区秋山正三
　　　　　　豊　03－3893－7979

伊沢地区山岸弘政
　　　　　　傭　045－934－9584

山平地区高橋長松
　　　　　　奮　0489－22－2975

奴奈川地区　小堺　満三

　　　　　　盈　0425－72－4708

O

　
サ
ツ
キ
に
は
『
水
く
れ
三
年
』
と

い
う
諺
が
あ
る
。
鹿
沼
土
と
い
う
水

は
け
の
良
い
土
を
使
う
の
で
、
外
の

植
物
よ
り
水
が
倍
近
く
必
要
と
な
り

ま
す
。
最
初
の
一
・
二
年
、
水
や
り

が
少
な
く
て
枯
ら
す
人
が
案
外
多
く
、

三
年
間
枯
ら
さ
ず
水
く
れ
培
養
で
き

た
サ
ツ
キ
盆
栽
は
、
十
年
、
二
十
年

と
成
長
す
る
そ
う
で
す
。

　
私
が
サ
ツ
キ
を
始
め
て
か
ら
二
十

六
年
に
な
り
ま
す
。
誰
で
も
同
じ
で

す
が
、
初
め
は
何
も
分
か
ら
ず
、
た

だ
た
だ
花
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
、

一
本
の
木
に
何
で
あ
ん
な
に
赤
白
、

地
合
い
、
底
白
、
復
輪
と
咲
き
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
あ

ま
り
の
不
思
議
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、

と
う
と
う
サ
ツ
キ
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
私
が
サ
ツ
キ
を
始
め
た
こ
ろ
は
、

第
二
次
サ
ツ
キ
全
盛
時
代
と
い
わ
れ

た
時
で
、
珍
し
い
品
種
、
農
林
大
臣

受
賞
品
種
な
ど
が
一
芽
千
円
の
時
代

で
し
た
。
私
は
ほ
と
ん
ど
先
輩
友
人

　
最
近
、
私
は
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、

楽
し
い
は
ず
の
盆
栽
の
手
入
れ
も
苦

痛
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
層
二
十

紬
．
位
あ
る
樹
型
作
り
は
、
鉢
の
重
さ

だ
け
で
二
十
キ
。
位
い
も
あ
り
、
老
人

に
は
な
か
な
か
の
苦
痛
で
す
。
十
年

位
い
前
か
ら
、
小
盆
栽
に
仕
立
て
る

べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
十
六
年
間
、
わ
が
子
の
よ
う
に

丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
こ
の
サ
ツ

キ
。
あ
と
何
年
生
命
永
ら
え
て
美
し

い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

毎
日
、
天
気
予
報
を
気
に
し
つ
つ
手

を
加
え
て
お
り
ま
す
。
手
を
加
え
れ

ば
加
え
る
ほ
ど
真
正
直
に
応
え
て
く

れ
る
、
こ
ん
な
サ
ツ
キ
を
私
は
大
好

き
な
ん
で
す
。

　
皐
月
道
楽
二
十
六
年

　
真
梢
育
生
孫
よ
り
愛
情
深
し

　
手
を
加
え
て
疑
わ
ず
恩
愛
の
情

　
加
齢
根
張
り
出
て

　
　
　
　
　
　
大
木
の
風
格
を
観
る

12
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ノ滋遮東京

だより

か
ら
戴
い
て
さ
し
芽
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。
一
時
は
百
鉢
ほ
ど
並
べ
る

に
至
り
ま
し
た
。
六
年
前
、
家
を
新

築
し
た
際
、
四
十
鉢
ほ
ど
に
減
ら
し

ま
し
た
。
残
っ
た
サ
ツ
キ
は
、
今
は

二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
並
べ
て
あ
り
ま

す
。
毎
年
立
派
に
花
を
咲
か
せ
て
、

近
所
の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。

11／04総務、財務合同委員会

　　　於池袋　両委員長交代に

　　　伴う諸事務引き継ぎ

11／11企画委員会　於県人会館

　　　　園①新年総会

　　　　　②会報第7号報告
《つどい》

10／18じょんのび会開催（旧峠

　　　小学校区）来年は15回を

　　　記念して一泊旅行を計画

　　　会長牧田信治

11／15東京牧村会　第2回総会

　　　於上野精養軒

11／14～16　入場無料「ニユー

　　　にいがたの祭典」東京ドー

　　　ムに大波がやってくる

《趣味の会》

つ　り10／11～12　柏崎でサヨ

　　　リ釣り結果300尾　㊧8名

ゴルフ10／17上越国際十日町

　　　コースコンペ優勝（室

　　　野）佐藤健（43：51）

　　　二位関谷則男三位相澤勇

観劇12／7文楽教室（入門）
　　　「俊寛」出演は人間国宝

　　　の吉田玉男

　圖市川昭二公03－3999－3001

ハイキング11／9御岳山を散策

　　　伊沢会と合同で

カラオケ11／30　カラオケ大会

　　　於関谷孝宅

　圖片山徳重盈045－501－5984

《ひろば》

10／15　東京中央郵便局長小堺

　　　一男さん（蒲生）秋の宮

　　　中園遊会に出席
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お椿硲ったら

　1なんになる…？

保育園きいろ組さん

〉
「
…
…
」
教
え
な
い

みんなで

応援してネ！

　　たく　お
菅井卓穂くん

　　4　歳
名平・かみや

〉
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

　さ　や　　か

柳沙綾果、
　　4　歳
犬伏・まさきち

糖尿病教室
　　　　ご案内
　県立松代病院において、糖尿

病についての話、食事や薬、日

常生活について下記のとおりご

相談に応じています。お気軽に

お出でください。

【場所】松代病院3階会議室

【日時・内容・担当者】

国11月26日㈱PM1：30～3：00

　☆薬物療法について

　☆日常生活について

　（内科看護婦・椿薬剤部長）

回12月2日（火）AM8：30～10：00

　☆糖尿病について

　☆食事療法について

　　（登坂院長・小林栄養士）

匹］12月16日（火）AM8：30～10：00

　☆日常生活について

　☆薬物療法について

　（内科看護婦・椿薬剤部長）

匿］12月10日（水）AM8：30～10：00

　☆糖尿病について

　☆食事療法について

　　（田中医師・小林栄養士）

　ご希望の方は、電話で「内科

外来」までお知らせください。

予約いたします。盈7－2100

中学校卒業者対象

自衛隊生そ

灘難灘灘雍優醐

　　縣．　　　’

中子・けんぽ

齋木　優、

《11月18日（火）10：30～13：30》

　「ちょっと早い

　クリスマスケーキづくり」

《場所》十日町市宮田町1－5

東北電力㈱十日町営業所クッ

キングスタジオ「えぷろん」

《参加費》500円

《定員》18名　エプロン持参

《申込先》盈0257－52－3107

　　　　　　募集案内

　専門技術者としての陸・海・

空曹を育成するため、中学校の

卒業者を対象とした制度です。

【応募資格】

昭和56年4月2日から、昭和58

年4月1日生まれの男子
【受付期間】

平成10年1月4日まで
【一次試験】平成10年1月5日
【試験場】

上越市本町　高田募集事務所

【試験科目】国語・社会・数学

理科・英語

【一次発表】平成10年1月16日

【待遇】4年間の教育期間で、

3年終了時に高等学校卒業資格

が取得できます。

身分：特別国家公務員　俸給：

月額約15万円、ボーナス支給

【問合せ】防衛庁　自衛隊高田

募集事務所　奮0255－23－5519

上越市本町6＋23高田館ビル2F

先月号では名前に誤りがあ

りました。許してネ！

嘱欝購。葬
　国際化、高齢化、情報化、ゆ

とりと豊かさへの志向など、今

日の社会経済情勢はこれまでに

なく大きく変化しています。

　こうした時代潮流をしっかり

ととらえ、21世紀に向けた新潟

県のあり方を県民参加のもとで

考えていくために、毎年このシ

ンポジウムを開催しています。

【日時】11月26日㈱13：30～

【会場】ホテル新潟　芙蓉の間

【基調講演】「私の好奇心」

講師　阿刀田　高（作家）

【パネルデスカッション】

パネリスト安塚町公民館長他

【申込み・問合せ】

電話、ハガキ、F　AXで申込み

のこと（先着600名）

　〒950－70　新潟県庁企画課

　　　　　暦　　025－285－5511

　　　　　FAX　O25－285－3790

　　　　O☆●O★

　♂★●☆

★無梅晦くじ

犠

☆鰍筋
1等6，000万円×228本

！1等……一・。…一一一6，000万円一一……一228本
購鵠繁f二：：二珊翠1二：：：二二錫幾
12等一一一………一ψ・・万円……一一…22肱
13算．一一一一。■一．一一・一一100万円一一一9一。一3β00凋匡
14綱匹．・一一一。一一●一●・師一一5万円一“一一，一228ρ00コ匡

騙：二：：二ニニニニニ：二：ヨ編禺二：二二二：：》羅綴

i7等……一………・一一300円……76ρ00ρ00本
＊この広親事粟は財団法人全国市町村撮興協会の棲媛を得ています．

抽せん日＝12月31日（水》

　頃茎晶騰繕画團
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E囎籍談会
　補聴器の無料相談会を、次の

とおり開催します。

【日時】11月20日休）

　　　　　午後2時～3時30分

【会場】渋海荘　盈7－3516

【その他】身体障害者手帳をお

持ちの方は、その手帳と印鑑を

持参してください。

【問合せ】役場住民課

　　　社会福祉係　智7－2220

　国保から社保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届出は14日以内に

麟
囁

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

篶
．
魏
譲

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

簗

他寮区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

篶．

灘
難
i
生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書
』
簸

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

簿

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

簿
講
㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しレ・とき

印かん、保険証
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国の教育ローン

年金教育資金貸付

　この貸付制度は、年金積立金

を原資とした還元融資の一環と

して、厚生年金保険及び、国民

年金に10年以上加入している方

が、入学時や在学中の教育費を

低利で借りることができる制度

です。

　また、この貸付は、国民金融

公庫の一般教育ローンとの併用

もできます。

〈融資金額〉

　（学生・生徒1人につき）

　厚生年金保険加入中の方

　　　　　　　　100万円以内

　国民年金加入中の方

　　　　　　　　50万円以内

〈融資利率〉年2．7％

　　（平成9年10月7日現在）

〈返済期間〉8年以内（据置期

　間は在学期間内で最長4年）

〈申込み・問合せ〉

㈹新潟県年金福祉協会

　　　　　　盈　025－241－6800

郷麗然灘繭騨羅
　　　　　　　臨購灘蕗

　建物の改修工事と一一部展示品

の更新作業を行うため、

　平成9年12月15日（月）から

　平成10年3月14日仕）まで

臨時休館させていただきます。

　なお、3月15日（日）から、太陽

光や風力、波力などを利用した

新エネルギー関連の新しい展示

品を整備し、オープンする予定

です。ご期待ください。

《問合せ》

企画普及課　暦025－283－3331

　町総合体育館　10月12日

優　勝　松代若者チーム

準優勝　松之山昇勢会

3位松代愛好会
4位室野Bチーム
5位スーパーホップス

6位室野Aチーム

《入会資格》

新潟県女性財団の活動に賛同

される個人、団体、法人など

《賛助会費》（年会費、1口）

　　　　個人会員　　2，000円

　　　　団体会員　5，000円

　　　　法人会員　20，000円

《申込期間》　随時

《申込み、問合せ》

財団法人　新潟県女性財団

〒950新潟市上所2－2－2

新潟ユニゾンプラザ　智025－285－6610

中越のこれからの道づく

りにご意見・ご提案を

お待ちしております。

中越・道ビジョン懇談会

■「中越・道ビジョン」（案）を

　入手（無料）したい方は、以

　下にお問い合わせください。

　◇建設省長岡国道工事事務所

　　調査課　盈0258－36－4551

　◇新潟県安塚土木事務所計画

　　調整課　智02559－2－3851

　◇役場　建設課TEL7－2220

■公募期間　11月21日㈹まで

■ご意見の提出方法　下記及び

　中越・道ビジョン（案）のパンフ

　の中に、はがきがついていま

　すのでご意見・ご提案をご記

　入のうえ、ご投函ください。

　建設省北陸地方建設局

　長岡国道工事事務所　調査課

　FAX　O258－34－3186　E－mail

　chokokub＠niigata－inet．or．jp

▲懇談会の様子です

（10月17日ラポート十日町）
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皆
さ
ん
！
こ
ん
に
ち
は
。
松
代
に

帰
っ
て
き
て
早
い
も
の
で
も
う
じ
き

四
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
今
は
、
前
田
屋
給
油
所
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
私
に
つ
い
て
は
、

叢

、
轡

叢

灘　　　　霧　　　難　　　難　　難顎
さ

　ん幸滝澤伸
代）（松

た
ぶ
ん
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
今
、
独
り
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
す
。
母
は
今
年
の
四
月
に

他
界
し
、
炊
事
、
洗
濯
を
自
分
で
し

て
い
る
毎
日
で
す
。
周
り
の
人
か
ら

は
「
早
く
結
婚
し
ろ
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
「
相
手
が
い
な
い
」
と
言
っ
て

逃
げ
て
い
ま
す
．

　
独
り
暮
ら
し
に
な
っ
て
か
ら
は
、

あ
ま
り
家
に
い
な
い
の
で
携
帯
電
話

が
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
少
し

前
ま
で
は
松
代
に
携
帯
電
話
の
ア
ン

テ
ナ
が
無
く
「
不
便
だ
な
」
と
思
う

毎
日
で
し
た
が
、
現
在
で
は
松
代
の

ど
こ
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
便
利
で
す
。
私
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
だ
け
で
は
な
く
、
配
達
等
で
外
に

出
る
仕
事
柄
、
そ
の
仕
事
の
面
で
も

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
か
ら
は
ポ
ヶ
ベ
ル
の
ア
ン
テ
ナ

も
建
つ
と
い
う
こ
と
で
、
松
代
町
も

ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
く
よ
う

で
す
。

　
今
年
か
ら
ス
キ
ー
場
の
第
ニ
リ
フ

ト
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
町
外
の
利
用
者
も
ま
す
ま
す
増

え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
、

松
代
町
が
大
き
く
発
展
し
、
通
信
分

野
で
の
事
情
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
P
H
S
を
始

め
各
社
の
携
帯
の
使
用
な
ど
の
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
寒

く
な
る
ば
か
り
で
す
。
お
体
に
充
分

気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

珍
鎌
ご1為

　男　2，279人　　（一9人）

　女2，321人（一8人）
　計4，600人（一17人）
世帯数1，453世帯（一6世帯）

　出生2人　　死亡6人
　転入2人　　転出15人
　　　（9年10月末日現在）

　　人ロの動き

置曜除團回
（9月26日～10月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

高橋　正美・古川　雅恵さん

　　（莇平・いえのやま）
本柳　 学・小島美恵子さん

　　（松代・つねさかや）

小島　功・高橋和美さん

　　（犬伏・へいじろう）

げんきな良い子に（出生）

武田　芽衣筏・桂一・利恵子さん

　（女の子・松代・釜田住宅）

小島　　開、・昭夫・美津子さん

　（男の子・松代・釜田住宅）

ご冥福を祈り、ます（死亡）

齋藤鎌太郎㍍　　　　　　85歳

　　　（田野倉・きゅうしち）

市川　広治さん　　　　　96歳

　　　　　　（田澤・ひのや）

佐藤　悌二さん　　　　　60歳

　　　　　　（儀明・よえん）

山岸　義政さん　　　　　　80歳

　　　（片桐山・あらやしき）

佐藤　達榮さん　　　　　　80歳

　　　　　（松代・たつたや）

岩瀬セツ子さん　　　　　54歳

　　　　　　（太平・よぜん）

柳　　榮策さん　　　　　86歳

　　　　　　（千年・こぜん）

　　oこわず
　ずかんそくねつ
＊頭寒足熱

頭はのぼせないように冷やし、

足は温めて寝るのが健康の秘訣

であるということ。

随
園
國
圃

▼
類
は
友
を
呼
ぶ
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
が
、
先
月
中
旬
「
秋
山
記
行
を
読
ん

で
歩
こ
う
」
と
い
う
津
南
町
の
企
画
に

参
加
し
ま
し
た
。
鎌
倉
、
川
崎
、
金
沢

な
ど
全
国
か
ら
鈴
木
牧
之
、
秋
山
郷
を

訪
ね
る
方
が
こ
ん
な
に
多
い
と
は
…
。

私
は
講
師
が
中
学
校
の
恩
師
と
い
う
だ

け
で
参
加
し
た
の
で
す
が
、
一
泊
二
日

だ
け
で
す
っ
か
り
牧
之
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
ロ
・
マ
ン
2
4
も

県
内
各
地
か
ら
多
数
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集

い
、
二
十
四
時
間
の
ド
ラ
マ
を
創
り
あ

げ
て
い
∀
た
だ
き
ま
し
た
。
選
手
だ
け
で

五
百
二
十
人
と
は
…
。
気
質
や
趣
味
を

同
じ
く
す
る
者
の
集
ま
り
は
見
て
い
る

だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の

趣
味
は
い
か
が
で
す
か
。
▼
先
月
号
で

は
大
き
な
ミ
ス
が
相
次
ぎ
、
関
係
者
に

は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
月

こ
そ
は
何
事
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。
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